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クロザリル錠ご使用にあたってのお願い

本剤の使用を希望される医療機関、保険薬局及び医療従事者の皆様はCPMSへの登録が必要となります。1.

本剤は、無顆粒球症等の重篤な副作用が発現することを考慮し、血液内科医、糖尿病専門医又は糖尿病治療に関する十分な知識と経験を有する内科医等との連携が十分であ
るCPMS登録医療機関、登録医師、登録薬剤師において、血液検査等のCPMSに定められた基準が全て満たされた場合にのみ投与されます。（「1. 警告」、「8.
重要な基本的注意」、「21. 承認条件」の項参照）

参考:クロザリル電子添文　2023年10月改訂（第3版）

【承認条件】
本剤による無顆粒球症等の重篤な有害事象に対して、他の医療機関との連携も含めて十分に対応できる体制が確認できた医療機関・薬局において、統合失調症の診断、治療
に精通し、本剤の適正使用について十分に理解している医師によって、白血球数、好中球数、血糖値等の定期的な検査が実施されるとともに、その結果を評価した上で本剤
の処方が行われ、これら検査が適正に行われたことを確認した上で調剤が行われるよう、製造販売にあたって本剤に関する管理者の設置も含め必要な措置を講じること。

クロザリル電子添文　2023年10月改訂（第3版） より

患者様本人または代諾者に文書によって説明し、文書による同意が必要となります。2.

参考:クロザリル電子添文　2023年10月改訂（第3版）

【承認条件】
本剤の投与が適切と判断される患者を対象に、あらかじめ患者又は代諾者に安全性及び有効性が文書によって説明され、文書による同意を得た後のみに本剤の投与が開始さ
れるよう、厳格かつ適正な措置を講じること。

クロザリル電子添文　2023年10月改訂（第3版） より

原則として18週間の入院管理下で投与を開始する必要があります。3.

参考:クロザリル電子添文　2023年10月改訂（第3版）
 

無顆粒球症等の血液障害は投与開始から維持量設定までの期間に多く報告されているため、原則として投与開始後18週間は入院による医師の管理下で本剤の投与を行う必
要があります。（「1. 警告」、「8. 重要な基本的注意」の項参照）

クロザリル電子添文　2023年10月改訂（第3版） より

https://prod.pro.novartis.com/jp-ja/products/clozaril/cpms
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https://prod.pro.novartis.com/jp-ja/products/clozaril/cpms


>電子添文はこちら

クロザリルのお問い合わせ

デジタルコミュニケーターもしくはノバルティスダイレクトへお問い合わせください。

デジタルコミュニケーター

mailto:clozaril.remote@novartis.com

電話番号 0800-222-8814（通話料無料）

業務時間 月〜金 9：00～17：30（祝日及び当社休日を除く）

 

ノバルティスダイレクト

電話番号 0120-003-293（通話料無料）

受付時間 月〜金 9：00～17：30（祝日及び当社休日を除く）

お問い合わせ
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